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全国学力学習状況調査をよみとく                    校長 伊藤 聡 

４月に９年生が行った国語・数学・英語の全国学力学習状況調査（以下、学調）についてよみといてい

きます。国語や数学は、冊子になっている問題用紙テストが行われましたが、このような筆記調査は今年

度が最後になり、来年度の学調は CBT（コンピュータでの調査のこと）で行われます。今回の英語の調査

は、先行して CBT で実施されました。そのため、調査内容によって実施日が異なっています。また、内

容もイヤホンを付けて行う「聞くこと」、キーボードで入力したりする「読むこと・書くこと」、そして

マイクに向かって「話すこと」と、紙と鉛筆では行えなかった内容となりました。本号では、板一中の速

報値を基に、問題の一部をよみといていきます。正式な結果は７月以降になります。 

学調の概要を押さえておきます。対象は９年生。出題は、８年生までに学習した内容の中から、①身に

付けておかないと今後の学習に影響を及ぼす内容、②知識・技能を実生活に活用する力等に関する内容で

す。また、問題の形式も選択式・記述式だけではなく、口述式も取り入れた内容となっていました。 

「国語」では生徒が作成した随筆の文章について

の問題がありました。文章に書き加える一文をパソ

コンで作成するときに用いる「多数決をとる」の下

線部の漢字変換が取り上げられ、適切な漢字を記述

で答えるという問題です。スマホの普及とともに、

漢字の変換は自分の頭ではなく、機械に任せている

状況下で正しい漢字を書けるのか。結果は、７割の

生徒が誤答または無解答でした。改めて漢字のつく

りを考え、記述するときに正しい言葉を使っている

かを意識することが大切になるでしょう。 

「数学」では前半に基礎学力を測定する問題が設

定され、最後の問題では４ページにわたる統計に関

わる内容が出題されました。累積度数、箱ひげ図と

四分位数の対応についてという基本的な知識を確認

する問題とともに、２つの度数分布の形状や位置を

比較して、要因とともに傾向を説明するという問題

でした。数学の記述式の問題になると無解答率が一

気に高まり、３割から４割が無解答でした。何を解

答することが求められているのかを整理する力とと

もに、課題を解決するための構想を立て、評価・改

善する力を付けていくことが大切になります。 

 



 

また、前半に設定されている反比例に関す

る問題では５割の誤答があり、０や－３と答

えている人が多かったです。大切なのはどの

ような間違いだったのか、なぜそう考えたの

かを振り返ることです。この問題は、これま

での学調での正答率が低いため、不定期に出

題される問題の１つです。９年生の今後の学

習に影響がありますので、復習し、理解してお

きましょう。 

最後に CBT で実施された英語の問題を取り

上げます。「聞くこと」の問題では、これまで

のリスニングと違い、自分のタイミングで何度

も聞くことができます。再生すると日本語の指

示が流れ、問題に関する英語が再生され、内容

に関わる画面が提示されます。例えば、右の問

題は職場体験について①から③まで説明があ

り、次の画面では説明の順に示された画像を選

択するといった形式でした。 

「書くこと」では、英単語を答えるような問

題はありません。単文や一定のまとまりの英語

をタブレットから入力することが求められてい

ました。その際に、自分の考え、感想、理由な

どを英作文する力が求められています。 

そして、「話すこと」では、Esat-J Year

２で体験した内容に近い出題でした。質問に対

して考える時間が設定されており、その後、限

られた時間で自分の考えた

英語をマイクに向かって話

し、記録していきます。や

はり、ここでも単語を回答

するという内容ではなく、

自分自身の考えを英語で回

答することが求められてい

ました。日頃の授業でのや

り取りの成果が試される内

容でした。 

 


